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A∫abic　ex£emal　sources　of　East　and　West　Africa（II）
ShiR　TAKEDA，Tetsuo　NISHIO
　　The　fo11◎wi無g（c◎nti無ued　from　our　previous　ar£ic三e“Arabic　ex£emal　s◎urces　of　East
組dWest　Africaσ）”Jeurnal　of　Osakaし「niversitY（）f　Foreign　Studies　76，　pp．83－101，1988）
is　the　annotated　translat量ons　of　Arab圭c　materials　rel哉ted　to　Hast　aRd　Wes£Africa（“as－
S画da鷺”and“az－Za蔽」，’），
　　We　will　tra無slate　a織d　a簸無ota£e　Ibn　Khurd展dhbih，s　a至一Mas長1量k　wa，韮一Mamalik，a1－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　v　　　　　　　　v
Bal我dhuri’s　Fut頭a1－Buld諭，　a1－Ya‘q穏bi，s　a玉一Buldゑ難，a簸d　ad－D魚awar1’s　a1－Akhbar
　　　　v　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　w
aレTiwa1．
前稿（「サハラ以南に関するアラビア語資料（1）」大阪外国誘大学学報76号）に引き続き，アラビ
ア語文献に現れるスーダーン（as－srtdan）及びザンジ＝（az－Zanj）関係の記事を翻訳，紹介する。
v難
　イブン・ホルダーズベ（lbn　Khurdadhbih）の名で知られるAbガ玉一Q振sim‘U漁yd　A蓋1袋h　b．‘Abd
A臨hは，820年頃ホラーサーン（イラソ北東部）に生まれる。祖父Khurdadhbihはアッバース朝
の宰堀Barmak　Xの要講でゾロアスター教からイスラームに改宗したペルシャ人で，父はタバリ
スターン（カスピ海南岸部）の総督を務めた人物である。彼はバグダードで文芸の教育を受け，宮
吏となる。ジバール（イラン西部，旧メディア）の駅逓局長を務めた後，バグダード及びサーマッ
ラー（バグダードの北，当時アッ・しス朝の首都）の駅逓庁に戻り，カリフal－Mu‘tamid（在位870
～92年）の愛顧を得て宮廷サpaンでも活躍し，大宮人の教養書を数種著す。没年は885年頃とも912
年頃とも言われている。
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　アッバース家の公子の依穎により，官庁の公文書を利用して執筆したと言われるイスラーム帝国
の道墨記『諸道と諸国（州）の書（Kitab　al－Mas臨k　wa’1－Mamalik）』（初稿846年頃，再稿885年頃）
は，as－Sawad州（下メソポタミア），［バグダードより］東方（と東海），鱈方（とビザンツ），北
方，南方などを扱い，諸道と，諸州の行政区分や租税を記している。
　彼のイスラーム帝国内に関する記述は信頼に置けるものだが，遠方の地域，特にサハラ以南に関
しては，単なる伝聞の域を出ない。
　Abu’LQ亘sim‘ub歌yd　AHah　b．‘Abd　All護h　Ibn　Khurd盃dhb量h，Kitab　al－Masitlik　wa’IMam∂1ik　，
ed．　M．」．　de　Goele，　Leiden，1889i）
　シフル（ash－Shihr）からアデン（‘Adan）までは百パラサング（falsakh）ある2）。そこ（アデン）は
大きな港の一つで，農耕も牧畜もないが，龍誕香・沈香・鷹香と，シンド（as－Sind）・イソド（al－
Hind）・中国（a§一＄in）・ザンジュ・ババシャ（al－ljabasha）3）・ファールス（Farus）・パスラ（a1－Basra）
° ジェッダ（Judda）・クルズム（al－Qulzum）の物産がある4）。この辺りの海は大東海5）で，良質の龍
誕香が取れる。そしてこの海にザンジ＝・ハパシャ・ファールスが薗している6｝。［pp．60～61］
　ハーリジーのスフル派（a玉一Khariji　a§一＄ufrD7）の手にはダルア（Dar‘a）8）がある。そこは住民の多
い大きな町で，銀山がある。そして南はババシャの国9｝となる［p．88］
　彼（ldrisiO）の子孫）の手ひこは，……その海bの方面に向かい合う所まで，ザーギーの息子ザーギー
（zaghf　b．　zaghDi2）及び裸のスーダーン人13）の國に隣接する土地がある14）。　lp‘89］
　大地全体は五善年行程の大きさで，三分の一が人の佐む開けた地，三分の一が人の佐まぬ荒れ果
てた地，三分の一が海であると分かった。そして，ハパシャ15）とスーダーン16）の地が七年行程，エ
ジプト（Mi§r）の地がスーダーンの地の六十分の一，スーダーンの地が大地全体の六牽分の一であ
ると分かった17）。［p．93］
　ザンジュの国に入った者は必ず介鮮に罹る18）。lp．170］
　エジプトのナイル（Nit　Mi§r）は，南方（al－yamaR）にある月の山から流れ出て，赤道の後ろにあ
る二つの湖に注ぎ込む。そしてヌビア（an－N貢ba）の地を巡って，エジプFへと至る19）。［p．176］
v互簸
　アル・バラーズリー（al－BaladhurDの名で知られる’A無mad　b．　Yahya　b．　Jabir　al－Bal巨dhuriが
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K＿x　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　v
書いたrFutab　al－Buldan（諸国征月侵史）」は，ムハンマドの時代からアッパース朝初期までのアラ
ブによる征服活動を記したものである。著者自身の経歴については，不明な点が多いが，少なくと
もイラン系であったらしい。また，バグダードのアッバース朝カリフに仕え，279／892年頃同地で
没したらしい。同書の情報のほとんどは，lbn　‘Abd　al－ljakamの征服史の記録と一致しており（資
料（1）の獲を参照），当時流布していた同じ情報源に拠ったものと考えられる。しかしながら，彼の
記述態度は，Ibn　‘Abd　al－ljakamとは幾分異なり，複数の伝承による情報が一致する場合は，確
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実性の高い史実とみなして伝承経路（’isnad）を省略し，一致しない場合は，その典拠として伝承経
路を付している（C．H．　Becker－IF．　Rosenthal］‘al－Baladhuri’　912　1　pp．971－72参照）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　v
　，A暴rnad　b．　Yaby亘b．　Jabir　b．　al－Baladhuri，　Futtth　a1－bulditn，　ed．　M．　J．　de　Goeje，　Liber　ex－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　v
pugnatidnis　regionUM，　aμctore　al・・Beldderi，　Leiden　1863－61）．
　・・…・彼（＝‘Abd　Allah　b．　a1－Habbab）2）は‘Abd　ar－Rahman　b．美｛ab嚢）b．’Abl‘Ubayda　b．
‘Uqba　b，　N謡‘a1－Fihri　ecスース（as－SUs）とスーダーンの地を襲撃させた3）。彼はそれまでに誰一
人見たこともないほどの大成功を収め，同地で女奴隷二人を獲得したのだが，彼女たちには乳房が
一つしかなかった。彼ら（罵彼女たちの属する種族）はタラージャーン（tarajan）4）と呼ぼれてい
る。　［pp．231－32］
　＿＿’AbE‘Ubayd　al－Qasim　b．　Sallam5）が我々に伝えるところによれぽ，彼には‘Abd　A肱h　b．
＄alihが，そして彼にはIbn　Luhay‘aが，そして彼にはYazid　b．’Abi｝Habibが伝えたのである
が，我々と黒人たち（al－’asawid）6）の間には，契約や盟約はないのだ。我々と彼らの間には，我々
が彼らに幾分かの小麦とレンズ豆を供与し，彼らが我々に奴隷ηを供与するという条件での休戦が
あるだけだ。彼らから，或は彼ら以外から，彼らの奴隷を買っても悪いことはないのだ8）。lp．237］
蓋x
　ヤアクービー（al－Ya‘qitbi，即ちAbSt　’1－‘Abbas　abmad　b．　Is癩q　b．　Ja‘far　b．　Wahb　b．　W豆¢海，
839年頃～897年或は907年）の地理書『国々の書（Kitab　al－Buldan）』は，彼がマグリブ（北アフリカ）
のRustam朝の書記を経て，エジプyの丁瀕珈朝に仕えてから書かれたもの（889～90年）である。
この書は当時のイスラーム圏の地誌で，バグダードとサーマッラー，［バグダードより〕東方（実
際は東北），南方（西南），北方（東南と沈），西方（西北）を扱っている。西方の描写に登場する
黒人奴隷やサハラ縦断ルートに関する記述は貴重なものである。
　A瞬ad　b．　Abi　Y裂‘⑳b　b．　Ja　‘far　b。　W鼠hb　b．　Wa繭（al－Ya‘qBbD，κ∫励α紹μ嫌π，　ed．　M．」．
de　G◎eje，　Leiden，1892i）
　　　金　山
　……アッラーキー一（al－‘A骸qり渓谷2）とその周辺は金山である。付近一帯で人々が働くが，商人
もその他の者も全員，黒人（stidan）奴隷（‘abid）3）を厭有している。奴隷が採掘作業を行い，石黄
のような砂金を取り出す。その後，砂金は棒にされる。……【p．334｝
　　　ザウィーラ（Zaw冠a）4）
　そ（　・WaddaR）の後ろ，南方にはザウィーラの町がある。控民はムスリムで全員イバード派
（lbadiya）5）に属し，聖殿（零メッカのカアバ）へ巡礼を行う。そして大多数がR．　way．　h（？）6）で
ある。また，ミーラ人（Miriyim）7＞，ザガーワ人（az－ZaghawfY｛in）8），マラワ人（al－MaraWiyGn）9）他，
近くにいる種々のスーダーン人を捕らえては，黒人奴隷（raqiq）として輸出する夏o）。私の伝え聞く
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ところでは，スーダーン人の王たちは何の理由もなく，また戦争をした訳でもないのに，スーダー
ン人を売る。……ザウィーラの後ろ，十五日行程にカワール（Kawar）11）と雷われる都市がある。
種々のムスリム住民がいるが，大多数はベルベル人（Barbar）で，彼らはスーダーン人〔奴隷］を
連れてくる。……lp．345］
　　　最果てのスース（as－SUs　al－Aqs豆）12）
　……スィジルマーサ（Sijilmasa）13）から南方へ，種々のスーダーン人がいるスーダーン人の地を
財旨して道をとる者は，荒野と砂漠を五十ヨ行程進む。その後，砂漠でサンハージャ族（＄anhaja）
に属するアンビヤ（Anbiya）14）と言われる人々に出会う。彼らは定住せず，全員が頭由で顔を覆う
のが習慣である。……それから，ガスト（Ghas‡）15）と言われる町に至る。開けた渓谷で，住居と言
うものがある。また，そこには彼らの王がおり，宗教も法も知らないが，多くの王国があるス～ダー
ン人の国を襲う16）。【p．360］
☆☆☆☆☆☆☆☆☆
　シフル産の龍誕香17）の次にザンジュ産の龍誕香がある。それはザソジュの国からアデンにもたら
されるもので，由い龍誕香である。……そ（＝インド産の龍誕香）の次はザンジュ産のもので，ザ
ンジュの海岸地方からもたらされる。それはインド産に似ており，近い。【pp。366－67，－an－
Nuwayri，　Kit－ab　Nihayat　al－4rab　fi　Funitn　al，Adabi8），　cod．　Leiden　273，　p．794－】
x
　アッ・ディーナワリー（ad－DfnawarDの名で知られる’Ab9　Uanifa’A亘mad　b．Daw費d　ad－
　　　　　　　　　　　　　　
4
Dinawariは，イラン系の学者で，イランのメディア（Media，　al・・Jibal）地方の翫hawarで生涯を送
り，894（または895）年頃没した。その経歴には不明な点が多いが，言語学，文学，植物学，天文
学，地理学，数学等の広い分野で活動しており，著書も多い。しかしながら，完全な形で現存する
のは「K圭tab　al－’Akhbar　a‡－Tlwal（長き情報の書）」のみである。岡書は，宇宙の創造からカリフal－
　　　　　　　　v
Mu‘tasimの没年（842年）までの年代記であるが，薯者の主な関心はアラブとペルシアの歴史に
あり，網羅的記録というよりは，重要な事件の首尾一貫した描写を主眼としており，イラン入側か
らみた通蒔的記述として重要である。また，同書は，当時現存していた史書を要約し，文学的読み
物として書かれたものらしく，伝承経路（’isnad）については一切示されておらず，複数の伝承があ
る場合は，著者（の立場）にとって都合のいい方が選ぽれている。（黒柳恒男「アラビア史料覚え
書～アッディーナワリー：長き物語の書について」（『アジア・アフリカ詳論』7pp．18－22），　B．
Lewin　‘al－Dinawari’　EI2　ll　pp．300－301参照）。
　，Ab登琴a滋f歌，A卑ad　b．　D展wUd段d－D血aw歌践，　Kit∂bσ瓦4左肋なa｛－Tiw舜1，　ed．　V．　Guirgass，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　v
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Leiden圭888i）．
　それから，彼ら（霊ヤペテの子孫）の次にノアの息子のハム（Ham　b．　N蜘）の子孫が出たが，
彼らもまた七人兄弟であって，シンド，インド，ザンジュ，コプト（al－Qibt），アビシ＝ア
（￥abash）2），ヌビア，カナーン（Kan‘an）［の人々］である。そして彼らは南と西の間にある地域を
　　　V
占めた3）。｛p．4］
　……アブラハ（’Abraha）4）は準備をして，多くの人々と西（al・・mashrib）の堰を屠指して行った。
彼の後，彼の息子のイフリーキース（’lfriqis）5）が王位を継承した。彼はスーダーソの地に深く侵入
したが，［そこの人々は］彼に恭順を示した。そして，彼は彼らの土地を通って進み，やがて自と
mが胸にある民のところに至った。彼らはノアー彼の上に平安あれ一の子孫たちで，神の怒り
にふれその姿を神が変えてしまったのだと言われている6）。彼らも彼（＝イフリーキース）に恭順
を示し，それで彼はそこを去り，戻っていった。そして，彼はan－NSnas7）と呼ぼれる民のぞぽを
通った。彼らは男も女も，頭が半分で，顔も半分で，昌が一つで，胴体が半分で，手が一本，足が
一本であり，駿馬が走りさるより速くとびはねる。彼らは‘Alijというイエメン（al－yaman）地方
の砂地の後方の海〔の］岸にある密林をうろついている8）。彼らについてたずねると，彼らはノア
の息子のセムの患子のイラム（’Iram）9）の息子のワパール（Wabar）10）の子孫であると知らされた。
【P．15］
　　一［イン錦柾の後］彼（麗アレキサンダー）11）は進み，やがてスーダーンの地に入った。そ
こで彼は，烏12｝のような裸で裸足の人々が密林の中を歩き回り，実を食べているのを見た。彼らは
皐越で飲饅に苦しむと，お互いに食べあった。それから，彼は彼らのところを通過して灘に到着し，
そしてイmメンの地のアデンの海岸へ渡った。！p．36］
　Ibn　‘Abbasi3）から語られるところによれば，ノアは大地を彼の三人の子供に分けた。……ハム
には，ナイル絹の後方，西風の吹く所までを割り楽て……また語られるところによれぽ，大地は24，
0◎0パラサングであり，そのうちトル＝入（al－’Atrak）の地は，3，000パラサング，・・ザル人（a1－
Hazar）の地は，3，000パラサング，中国人の地は，2，000パラサング，イソド人，シンド人，ババ
シャ人，そして残りのスーダーン人の地は，6，000パラサング，ビザンツ人（ar－Rgm）の地は，3，000
パラサング，スラブ人（as－Saq読ba）の地は3，000パラサングである。カナーンの地は，エジプトと
そしてその後方にあるイフリーキーヤ（’ifriqiya），タンジェ（Tanja），フランク（Firanja），アンダル
シア（a1－’Andalus）のようなところであるが，3，000パラサングである。アラビア半島とその付近は
1，000パラサングである。lpp．36－37］
　……イエメンの人々にとって，そのこと（＝　’Abrahaの息子たちによる支配）が長期に及んだ階，
Dh＃　Nuwasi4）の子孫の～人1）ha　Yazan　al－Himyariの息子サイフ（Sayf）15）が出て，アンティオキ
NvJ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　v
ア（’An融iyのにいるビザンツ皇帝（Qaysar）のところまでやって来て，彼にスーダーン人（黒人
たち）16）のもとでの自分たちの実清を訴えた。そして，自分たちの土地から彼らを追放し，イエメ
ンの支配が彼のものになるように頼んだ。すると皇帝は彼に晋った。「彼ら（＝スーダーン人）は
165
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私と同じ宗教であり，お前たちは偶像崇拝老である。それで彼らに尉してお前たちを助けようとは
しなかったのだ。」それで彼（＝サイフ）は皇帝に失望し，ペルシア王（Kisra）のもとへ向かった。
……彼（＝Wahriz）はペルシア皇帝に〔イxメンを］征服したことについて，手紙を書いた。する
とペルシア皇帝は彼に手紙を書いて，イエメンの全ての黒人（’aswad）を殺してサイフをそこの王
位に即け，彼のもとへ赴くよう命じた。そして彼はそのように努めたが，残ったスーダーン入（黒
人たち）については，サイフが生きることを許し，自分のものに加え，馬に乗るとき，自分の前を
速足で歩かせた。ところが，ある日のこと，行進中，彼の前を歩いていたとき，彼を襲って彼を彼
らの槍で突き，ついに彼を殺してしまった。そこでペルシア皇帝はワフリズをイエメンの地に戻し，
イエメンの黒人，とりわけサイフを突いたスーダーン人（黒人たち）は，その者を殺すまで許して
はならないと彼に命じた。そして彼はそこに五年間滞在し，死が近づいたとき，彼は自分の弓と矢
を持って来させ，そして「私を支えてくれ。」と言った。それから，樗をとって射て，「私の矢の落
ちた所を見よ。そしてそこに私のために墓を建て，そこに私を葬ってくれ。」と言った。彼の矢は
教会の裏側に落ち，その場所は今日までワフリズ墓地と呼ぼれている17）。それから，ペルシア皇帝
はイエメンの地にパーダーン（Badan）を派遣した。そしてイスラム教が興るまで彼はずっとそこ
の王であった。lpp．64－66］
　［訳・註担当箇駈ほbn　Khurdadhbih，　al－Ya‘q曲fの部分を竹照が，　a1－Baladhuri，　ad－Dinawari
の部分を娠尾が，それぞれ担当した。］
註
　前稿への補足：註Vのll）MarquartはAlr山地（現＝ジェール西北部）より西と考えているようであり
（Die　Benin－Sammlung，　pp．　CVI夏一CIX），　KubbelとMatveevはγibesti山地及びEnnedi高原（共に現チャド
北部）に住むtt　Tebuとの関連性を提示する（Arab．　istochniki，　p．373）。
　本稿で使用する略号は以下の通りである。
資料（1）：サハラ以南に関するアラビア語資料（1）
AHA（Arabic　External　Sources）：T．Lewickl，　Arabic　E）cternai　Sources　for　the　History　of　Africa，Warsaw
　　1969．
Arab．　istochniki：LYe，　
Kubbe1＆V．V．Matveev，Arabskie　istoch厭言Yll－X　vekov　po　e伽9即励i・istorii
．4friki　］i‘zhnee　Sakhaiツ，　Moskva－Leningrad　1960．
C｛A：Carnbridge　History　of　Africa．
Corpus：　」・F．P。猛opk玉難s＆翼．Levtz三〇狂，Corp2ご5げearSy　Arabic　sonrcesプbr　West　African　history，Cam一
　　bridge　1981．
EL：Encyclopaedia　of　lsla’”（£鈷は旧版，　EI2．は新版）
E【istory：」・S．　TyimiRgham，　A　History（）f　lslam　in　晩εf　Africa，　Oxf◎r（i　l962．
Tableau：R．　Mauny，　Tableau　geo8raphique　de　i’ouest　africain　au　m（）yen　age，　Daker　l　961．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　vH
l）　他にLe　Livre　des　r◎utes　et　des　provinces，　publi6，　traduit　et　annot6　par　C．　Barbier　de　Meynard，ノburna’
　Asiatique，6sξrie，　V，韮865，　p．ひ三27もある。
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2）シフルはアラビア単農南岸，ハy“ラマウト地方（現南イx一メン〉の都市。アデソは現南イエーメンの首
　　都。パラサングはイラン起源の長さの単位で，本来1パラサソグは1蒋間に馬が歩む距離だが，アラビア
　　語のlfarsakhは3アラブ・マイル，即ち5762．8メーター。
3）ハパシャは狭義にはアビシニアだが，以下の記述から見ると，Jazira　Barbarと呼ばれたソマリア半島も
　　含む地域であり，ザンジュより北の地域の意。
4）シンヂはインダス流域地方。バスラはイラーク南i部の都帯Qジェッダはアラビア半島西岸，ヒジャーズ地
　　方（現サウジ・アラビア）の都市。クルズムは紅海の西北端にあった都南で，エジプトの現スエズ北方約
　　三マイル。そしてファールスは以下の記述から見ると，現イラン南部のファールス地方だけでなく，それ
　　より東南の地域も含む。
5）インド洋。
6）アラビア半島南部とアフリカ東海岸の間に人や物の往来があったことは周知の事実である。
7）ハーサジー（或はハワーリジュ）派はイスラーム教叢古の一分派（657年）。スフル派はイバーヂ派と共に
　　ハーリジー派の穏健な一派で，7世紀後半（684～695年）に成立し，北アフリカには8世紀前半には伝わ
　　っていたらしい。al－Bakri（1094年没）の世界地誌によれば，　Sijilmasa（757／8年，ベルベルのZa蕗ta族
　　Miknasa　ec族の一麟によってTafileitのオアシスに建てられた都市で，　eq　e　paッロ中東部のアルジェリア
　　国境に近い只issa藍i南方に廃櫨あり）では黒人の（al－Aswad）‘lsll　b．　Yazidを簸初の捲導者に選ぶ（Kitab
　　αみ伽3々嫌｝ジ〆ムA勿〃磁∫た，ed．　M．　G．　de　Slane，　Algiers　l911，　p，玉49）。これは敬慶なムスリムならば，出
　　自に関係なく黒人奴隷でもカリフになれるとするハーリジー派の僑条の一つの現れである。その後，
　　Miknasa族の（al－MikR護sD　Abti，1－Q蚕sim　SamghU　b．　was田がこのSilll磁asaにスフル派の蒸朝を築き，
　　孫のal－MURta＄ir，即ちMidr乱r（在位823／4～876／7年）は近くに銀鉱を持つDar‘aの町にまで支配権を広
　　げる。スフル派はこのSljilmEsaを拠点に西サハラの交易活動に携わる。また，　T三limsan（Agadirとも呼
　　ぼれ，境アルジェジア北爾都丁1emcenの前身）でも，Zanata族Bantt　lfran氏族の（al－lfranD　Abti
　　Qurraを指導港に765年頃からスフル派が町の繋権を握るが，遅くとも812／3年頃，夏面s　2世，即ちシー
　　ア派のイドリース朝に町の実権を奪われる。
8）上アトラス山脈（モロッコ中南部）南礪稜に発して大西洋に注ぐW誠Dar‘a（Dra川）流域にあった町と
　　考えられ，N．　LevtzioRとJ．F．P．　Hopkinsは上流にある現　Zagoraとする（Corpus，　p．446）。以下の記
　　述やa至一Ya‘⑪biの後述する地理書p．359に従えば，銀鉱の町猟斑d戯（同じくLevtzionとH◎pkinsに
　　よれば，アンチ・アトラス山脈の南，現Tamdoult　Ou　Akkaの廃櫨一Corpus，　p．457）の近くとなる。
9）アビシニアだけでなく，スーダ～ンも含む黒人の地全体の意。
茎O）原文にはAb9　Tallbの患子‘NI（第4代正統カリフ）の息子￥asanの息子琴as餌の患子‘Abd　Al励の
　　息子Idrisの患子互drisとあり，　Fas（瑳モpaッコ牝東部，　Fez）を都としたシーア派イギリース朝（789～
　　926年）の第2代霧まイヂリース2撚（在｛立793～828年）。
11）大西洋。
12）T．Lewickiは，後のTakrar，即ちセネガル川下流の現Fouta　ToroにあったToko｝or人の圏で，14世紀
　　のlbn　Khaldilnの壌界史に登場するZag臆y共々，　Zangui或はZ鋤guayではないかとする（Arabic　Ex－
　　terRai　Sources，　pp．17－18）。また，　V．　Monteilは11世紀のal－Bakriの量界地誌に記されているセネガル
　　川下流の＄anghanaとの関連を示し（Al－Bakri　，　Rout至er　deむAfrique　b至anche　et　noire　du　nord－ouest，
　　Traduction　nouvel｝e，　BIFAN，　Ser．　B30，　p。1G7），　KubbelとMatveevは，モーリタニアの＄anhaja族連
　　合の指導者であろうとする（Arab．　istochniki，　p，338）。或はTriminghamがソンガイの王朝の一つで860
　　年？に創建されたとするZa≡EE朝（History，　p．237）と関係があるのだろうか。因にas－Sa‘d1α655年以後
　　没）のTa’ri　h　as－Sgdanifスーダーン年代記』に記されているソソガイ諸王にはZ盃一Zakuy（2代），　za－
　　Akuy（4代），　Za－Ka（5代）などという名がある（ed．0．　Houdas，1913－14　Paris，　pp．2－3）。
玉3）Lewickiは，　Z砲hl　b．　Z砲hlの翻とは別をこ扱い，俵説的な黄金の産地，セネガル川上流とニジェール川と
　　の盆地に住んでいたMandingGとする（前掲書p，正8）。
14）LevtZionとHopkinsは，イドリース朝がダルアを支配したことは確かだが，この記事は彼らの勢力がサ
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　　バラにまで広がっていたことを賭示すると蓄う（Corpus，　p．377）。また，　Lewickiは彼らの支配がセネガ
　　ル川流域にまで及んでいたのではないかと言う（葡掲書p．正8）。
玉5）アフy力東部の黒人。
16）アフリカ西部の黒人。
17）当時ムスリムの間に広まっていた伝承で，次轍紀のアラビア語地理文蔽にも登場する。
18）原文ではjariba，那ち“jarabに羅る”とある。　jarabはらくだの病気としてアラビア語文献によく登場
　　する。
19）Ptolemaeus（168年頃没）のr地理学入門』に基づく。資料（1）本Pt　g　pp．85，86－87，読翌の16）と46）を見よ。
VIII
1）この他にベイルート版（1957）と，二種のカイロ版（1932，1956－60）がある。また，英訳として，P．X．
　Kitti＆F．　C　Murgotten；The　Origins　of　lslam　cc　States，2vols，　New　York　1916，1924がある。
2）夏bn‘Abd　ai一輩akamの記述には，‘Ubayd　A醸h　b．　al一翼ab⑳とあり，こちらの方が正しい。
3）この部分の記述は，Ibn　‘Abd　al一冠akam　のものを参照にしたと考えられる（資料（1）本文W参照）。　ai－
　Ba婚選｝u盛は軍事遼征の指導窟を‘Abd　ar－Rabman　b．冠我b沁b．’Abi‘Ubayda‘Uqba　b．　N浅fi‘a1－Fihriと
　しているが，実際は，Ibn‘Abd　al－Hakamにある通り，その父親である￥abfb　b．’Abi‘Ubayda‘Uqba　b。
　NEfi‘al－Fih百が正しい（資料（1）】VのStlO）と20）を参照）。なお，彼の息子‘Abd　ar－Rahman～は，127／744
　－5年にイフリーキヤ総督になった人物である（資料（1）Nの註19）を参照）。
4）沁ガAbd　a1一翠akamは，　ijjanと呼んでいる　（資料（1）jVの註22）を参照）。　Corpus（p．377）は，　Ibn‘Abd
　al一輩akamの中のalわar［bar　ijjan】の［】内の部分が誤読されたためであろうとしており，また，　Tarja
　部族との関連性についても示唆している。
5）著名なコーラソ学者，法学者。154／770年～22酬838年。
6）資料（1）Nの誰7）を参照。
7）資料（1＞Nの註14）を参照。
8）この部分は，31隼（A．H．）に行なわれたヌビア遠征についての詑述である（資料（1）本文Nを参照）。
翌X
1）飽にNajaf（イラク）版（3版1377　A．K／i957）や，　M．‘A．　AトFarτa：ACriticai　Edition（）f　Kitab　ai－
　Buidan　by　ai－　Ya　‘qilbi，　Ph．　D．　d圭ss．　Univ．　of琵xeter，1981がある。
2）この箇所より穂に，アッラーキーは商業都甫のようであり，住民の大半は　Rabl‘a　氏族（北アラビア
　Bakr族モ｛anifa支族に属す）だ，との記述がある。下ヌビアの渓谷で，エジプト南部アスワーンの南62
　マイルにあったが，現在はナセル湖に水没。9世紀後帯はアスワーンを握るアラブ人al－‘Umarlの勢力下
　にあった。
3）アッラーキーより茜の地域では，826年，al－　Jarid地方（現チュニジア南部の湿地帯）で1000入の黒人が
　斧と鋤で武装蜂起したと言う記録があり（lbn‘ldhdrl，　Kitab　al－Bay’a”　n　al－Mughrib　STi・Akhb’ar　al・Andalus
　wa　7みMaghrib，　ed．　G．　S．　Colin＆E．　Levi－Provengal，1，　Leiden　1948，　p。　I　O　I），黒人奴隷がこの地方の
　耕地化にも多数導入され，酷使されていたことを窺わせるが，黒人奴隷はこうした苦役に服する人炎や
　家内奴隷の他，アッバース朝におけるFル＝人奴隷などのように，北アフリカのAghlab朝（80G～909年）
　では傭兵としても用いられた。
4）フェッザーン地方（現リビア南西部）の中心オアシス。詳しくは資料（1）註Nのi7）を見よ。尚Waddanは
　　リビアのSurtの南にあるオアシス。
5）イスラーム教ハーリジー派の一派で，北アフリカではTahart（現アルジェリア中北部Tiaret）を酋都とす
　るRustam朝（776～909年）を建国し，アッパース朝下のバスラなどからイバーF派の商人たちが移り
　控んだこともあって，ベルベル人の間で勢力を伸ばし，西はT圭li鶏s臨（Tle孤ce助地方から東はTaTabuls（現
　　夢ビアの首都Tripoli）地方まで広がった。　Qayrawan（当蒔，北アフリカ東部の中心都市。現チュニジア北
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　　菓部）を首都とするスンナ派のAghlab朝は，領内およびスーダーン交易路のイバート派との友好を維持
　　すべく，これらの巻がRustam朝に救貧税を支払うのを許していた（CXA，　II，　p．642）。また，黒人との
　　関係について見ると，lbn　as－＄aghir（9G3年以後没？）の年代記に，　Rus£a瓢朝の第3代醤主（イマーム）
　　Afiah（在tw823／4～71／2年）カ9スーダーン≡Eに贈り物を持った使節を派遣したとある（Chronique　d’ibn
　　Sagliir　sur　ies　itnams　rostemides　de　Tahert，　ed．　A．　de　C．　Motylinski，　Algiers　1905，　p．3圭）他，　Lewicki
　　によれぱ，Jabal　Nafrtsa　tw方（現リビア北西部のJebel　Nefusa）には，　Ijnawとして知られるイバード派
　　コミュニティーがあり，この名は「黒い」を意味するagnawの複数形i即韻職と読むことができるし，
　　このロミュニティーの指導春で，811／12年にRus£am朝からこの地方の長に妊命されたAbポ｛Jbayda
　　‘Abd　al一蘇a傭δ蝕ぬnaw羅Σはアラビア語，ベルベル語，　Kanim（チャド湖北東岸）の言葉を話すことがで
　　きたと言われており，イパード派のこの集闘は黒人であった可能性が強い（Etudes　ibadites　nord－afri－
　　cailles，　Warsaw　1955，　p．92－6）。
6）不開。Al－Far譲はZ．　wat．kと読む（前掲論文p．彗2）。
7）LevtzionとHopklnsは，　M．　J．　Tubiana（Survivances　preisiamiques　en　pays　za8hawa，　Paris　1964）が
　　MlraをZagh蚕wa（誰8）の一部族Kobeの古い氏族としていることを紹介する（Corpus，　p．452）。また，
　　KubbelとMatveevは晒rlと読み，サハラと中央スーダーンの境界に倥む民であろうとする（Arab．
　　istochniki，　茎），　373）0
8）現チャド南東部Ouada呈地方と現スーダン西部Darfur地方に住む昆3eτiなど。詳しくは資料α）叢甑の5）
　　を見よ。
9）この書物のpp．342－43にW灘I　Makh韮からBarqa（共に現リビアBenghaziより東）にかけて住むベル
　　ベル人（al－Barbar）として，　Luwata支族に属するMarawaが挙がっているが，このマラワ人とは別であ
　　る。しかし，同じヤアクービーの『年代記』に登場したMarawlyanやaレM。r。wはこのマラワ人と同じ
　　かも知れぬ。資料（1）本文　pp．91，92及び註VのH）一補足は塞稿p．166を見よ。　LevtzionとHopkinsは
　　Lew圭ck圭に従い，　Ouad頴爾部の民Murroと述べ（Corpus，　p．452），　Triminghamも，ザガーワの一氏族
　　Murawaとする（Kistory，　p．51）。また，　KubbelとMatveevはMarawlと読み，恐らく1）arfurではな
　　いかと雷う（Arab．　istochniki，　p．372）。
10）Herodotus（424　3．C．没）の＄歴史書には，当時フmッザーン地方に儀んでいた　Garamantes人が
　　Troglodytae人（穴居蔑の意で，黒人のTebu人の祖先）狩りをするとある（N，183）が，古来，黒人
　　奴隷はチャド＝：トリポリ・ルートの主要な商晶であったようだ。そしてフ＝ッザーンのザウィーラ
　　（‘Uqb＆がフェッザーンやK段w盆に遠径した660年代には穿在しなかった）は，8撒紀中頃までにはこの
　　ルートの奴隷貿易の圭要なセンターとなっており，ト9ポリから入ってきたイパーヂ派の町（761～2年，
　　アッバース朝軍により一時，イバード派は町を追われたが）でもあった。
ll）サハラ爾部，現ニジx一ルにある一群のオアシス。詳しくは資料（1）誌Wの13）を見よ。
圭2）現モロッコ南部地方。詳しくは資料（D註］Vの2圭）を晃よ。
13）本稿の註畷の7）を晃よ。
14）ベルベルのサンハージャ族に属するとあるが，8，9世紀のアラビア語文献が頭サハラの人々を呼んだ名。
　　lbn　al－Faqth（903年以後没）の地理幾Klt酌al－Bulδanによれば，750年代，黒人でハワーリジ＝派と思わ
　　れるal－MushtarSなる人物がas一舗s＆1－Aq麟地方（現モPUツコ南郵）から“アンビヤの地”へ20回も攻め
　　入ったと語ったらしい（Mukhtasar　Kititb　al－Buidbn，　ed。　M．　G．　de　Goeje，　Leiden　1885，　p．64）。また，
　　aF簸as‘麗f（956年没）の地歴ee　KitEb　Murrtj　adh－Dkahab　wa－Ma‘護d董n　al一ぬwharによれば，9世紀前半の
　　al－Faziirfも“アンビヤ地方”e＃　，2500パラサング×600パラサソグであると述べ，スィジルマーサと
　　Ghanaの問にあるとする（ed．　B．　de　Meynard　＆　P．　de　Co肛£e田e，　IV，　Paris　l　865，　p，39）。尚，頭由で顔
　　を覆うのはサンハージャ族のL徽t顧a氏族などに見られることは周知の箏実である。
15）Awdaghustとも呼ばれ，　R。　Maunyによれぽ，環モーリタニア中南部Togba（Tidjikdjaの南東約170
　　km）の北藪8km，　Tegda◎ustの廃櫨に比定される（Tableau，　pp．71－72，482－483）。ここはRklz渓谷の
　　出購に当たる。Triminghamは，この町は恐らく6世紀に作られたのではないかと雷い（Ristory，　p．21），
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　　F．de　la　Chapelleは，7撚紀にSoninke人によって建てられたように思えると言う（“Moors”，　EI；．11王，
　　p．561）が，ヤアクービーの記述当時は，ベルベルのサンハージャ族Lamt8na氏族のTilutan（836／7年没）
　　が樹立した王国の首都で，La1nt顧a氏族は未だイスラーム化していなかったようである。そして，　Si－
　　jilmasaを北の起点とするサハラ縦断交易路ルートの南の起点となるが，　dda　ChapeHeによれば，この
　　薫国自身は919年に崩壊する（｝司上，岡頁）。
16）Lewickiはガスト王による近隣の黒人地域への軍事遠征という記事はGhanaの勢力の衰退の始まりを示
　　すのではないかと見ている（Arabic　External　Sources，　p．24）。尤もLevtzionによると，紫ンハージャ族
　　の長たちによる黒人集団への攻撃は必ずしもサーヘル地域のスーダーンに対するものだけではなく，サ
　　ハラ地域でもありうる（CHA，　II，　pp。665－66）。因にal－Bakriの世界地誌によると，961／2年から10年間
　　は20以上のスーダーンの≡Eたちがサンハージャ族のAwdaghustの支醗者の家主権を認めているが，反対
　　に，1054／5年までの或る期間et　AwdaghustがGh離aの支醗考の宗主権を認めている（ed．　M．　G．　de
　　Slane，　pp．159，168）。また，この全体の記事からはスィジルマーサを起点とするサハラ縦断ルートが浮
　　かび上がってくる。
17）シフルは本稿の註Wの2）を見よ。アンバル（龍誕香）は抹香鯨の体内に生じる一種の病的な分泌物で，
　　灰色が主体。アラブ人に溺愛され，産地は広くインド洋各地の海洋とイベリア半島の海域。東アフリカ
　　のBerbera海岸とザンジ＝のアンパルは，シフル産に次ぐ，或は同等の優良品とされた（山田憲太郎『香
　　料の道2中公新書，昭和52年，96－120頁）。また，以下の記事は本稿p．　162も参照。
18）an－Nuwayri（1332駕没）著の百科全書『文芸諸分野における必要の限度』のことで，この箇所は実際には
　　at－Tamlmi（980年以後没）が，彼の祖父がヤアクービーから聞いた誘として後えているものである。
X
1）この他にカイロ版（1960）がある。また同憲には，クラチコフスキーによる解説と索引LKratchkovsky
ed．　K磁b　al－ahb－ar　a｛｛iwbl．　Prガαce，　vαriantes・et　index，　Lelde”　／9／2がある。
2）本来はbabaghaであるが，ここでは恥aba蓮とある。
3）資料（1）の本文N，V，　Wの岡様の籔所を参照。
4）6世紀中頃の南アラビアの王でキ夢スト教徒（？～560年？）。530年にアビシニアの支配ドの属王を倒し，
　実権を握った。彼に関するアラブ側資料は，多分に伝説化されているが，ムハンマドの誕生の年（570年
　頃）に（或はその数年前に）メッカへ遠征軍を送った畜で史上知られる（cf．コーラン105章）。なお，以
　下の記述は，史実というより多分に伝説化されている。（A．F．L．　Beeston‘’Abraha’EI2　1　pp．102－103，
　高階美行「イスラム以前のアラブ関係歴史年表」『大阪外国語大学学報君58号（1982）pp．1圭5－53毒照）。
5）’i癒壌蓮とも書かれる。在位560？～570？年。アラビア語でアフリカを表わす，ifriqiya（北アフリカ策部
　を指す）が，ラテン語のAfricaに由来する事は確実であるが，その費葉自体の語源については不明であ
　る。アラブの歴史家たちの多くは，このイフリーキースとアフリカという名称を関連付けてとらえ，ア
　ラブの径服以前にも（北）アフリカにアラブ人が住んでいたことの証座とした。このような考え方は，
　一つをこは北アフリカの原住民であるベルベル人が南アラビア（ヒムヤル）或はカナーン人を始祖とする
　というアラブ人の考え方とも関係するであろうが，より政治的理由としてアラブの征服活動を正当化し
　ようとする試みの一端とも考えられる。アフリカという名称については，M．　Talbi‘ifrikiya’El2　II・pp・
　1047－1050参照。また北アフリカのベルベル人とイエメンの諸王との間の系図関係については，H。　T。
Norris　Saharan　Myth　an｛i　Saga（1972，（）x｛brd）pp．47－48 参照。
6）資料（1）のIbn‘Abd　a1耀aka磁，滋一Ya‘⑩bi，　Ibn　Qutaybaの記述では（資料（1）のNの註3），　Wの註3）参照），
　ハムの子孫の黒人たちの皮繍の色がノアの現いと関連付けられていたが，ここでもアフリカの人々の容姿
　の異常性について同様の説萌がなされている。
7）E．W．　Lane（Arabic－E薮gHsh乙exicoガn－s’のaj　p．2785）によれば，　nasnasまたII　nisnasと読まれる。
　語源については不明だが，一説によれぱ，「弱さ（weakness）」を葱味するRaSRasahの派生形とされる
　（Ras‘人間’との関遼性も考えられるが，不明）。また，この語が指す動物（または人間に似た動物？）の
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　　旗息地，特徴等に関しても様々な伝承記壌が文献中に確認される。例えば，セムの子孫でイエメンの奥
　　地に住み，古代南アラブ部族の一つであるアード（‘Ad）族と関連付ける説，死滅してしまった生き物と
　　する説，ヤゴグ・マゴグの一種と考える説等，アラブ側の記述は一様でない。現代アラビア藷では，チ
　　ンパンジー，オランウータン等のサルの仲間，或はピグミーを指す言葉として使われており，本来はア
　　フリカ東海岸からインド洋，そして東南アジアの島々に生患するサルの仲間を指したものと考えられる。
　　また，ここでの記述は，スーダーン遠径の記事と蘭連付けられるものであり（註8）参照），アフリカ，特
　　にインド洋岸の部分に関する記薯の可能性が高い。
8）この部分は，「～後方の海（＝：インド洋）の岸～」ということであり，イエメン側というよりアフリカ側
　　の海岸部を指すものと解釈できる。
9）本来ほ，古代南アラビアに先住していたアード部族系の一部族を指すものと考えられるが（W．M．　Watt
　　‘lram’EI21H　p．1270参照），この部分のような記述は，イスラム教徒の歴史家達が聖霧にあるセムの子
　　アラムと同一視し，聖書の系図の中に取り込んだためである。
10）地理上は，ナジュラーン（Najran）とハドラマウト（輩adramawt）の間にある地点を指す。また，民族上は，
　　多分に伝説的要素が濃いが，アラビア半島に先焦していたとされる（アラブ系の）人々（cf．　al－‘arab　al－
　　ba’ida‘true，　original　Arab’）の中の央われた一部族であるとされる。詳しくは，」．　Tkatsch‘Wabar’EII
　　VIII　p．1974を参照。
11）アレキサンダーとアフリカ遠征については，Norris　ibid．　pp，11－53参照。
12）アラビア語は，ghurab（pL　ghirban）。アラブ・イスラム批界でも，鳥は様々な比喩表現で使われるが，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　ここでは「黒」の象微として使われている（ef．“事ara　ghurabu　ful議n－in「某氏の烏が飛んでいった→某氏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が白髪になった」”），また，鳥は「土地の肥沃さ」の象微（cf．“waqa‘a£’ard－in　la　yugayyaru　ghurabu－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　賑「（準木が豊かなので）烏が飛んでいかない土地に彼はやって来た」”），「狡猜さ」の象微（cf．“ful匹n－
　　un’ab§aru！nln魑urab－i離「菓氏は烏より昌が利く」として使われることもある。
13）‘Abd　Allah　b．　al－‘Abbas。ヒジaラの三年繭に生まれ，68／686－8年自頃Ta’ifで没した。簸も初期の世代
　　に属するイスラム教徒学考の一人で，アッバース朝創始者の祖父にあたる。エジプトその億の軍窮遠征に
　　参加した。
14）Y豆s“f’Ash‘ar　Dh鳶　Nuwas。イスラム以前の南アラビアの王で，5正7（518？）年に即位し，525年にアビ
　　　　　　　　　　　　　　
　　シニアとビザンツの連合軍により攻められ，騎馬と共に海に入り死んだとされる。その叢後をもって独
　　立南アラビアは終焉した。史上，ユダヤ教に改宗し，ナジュラーンでキリスト教徒を追警したことで有
　　名である。
15）Sa弱及び以下の記述にある事件については，資料（1）の本文V［及び註の6）を参照。
16）ここではスーダーン人がハパシャつまりエチオピア人を指す。資料（1）のWのXtlO）を参照。
17）弓を射て，矢が立った場所に自らの墓を建てるという筋は，流布本中のVビン・フヅyの鍍期の場面と同
　　じである（詳しくは，上野姜子『ロビン・フッド伝説』研究毬　1988pp．184－5を参照）。爾老間に壼
　　接的関係はないであろうが，弓を劾て，入知を超えたことについて占うという憐習は古今東西を通じて多
　　くの罠俗習慣に観察される（例えば，日本では「白羽の矢が立つ」という言葉からもうかがわれる）（井
　　本英一『死と再生』人文書院　1982pp．324－8を参照）。西アジア骸界においても岡様であり，特にイ
　　スラム以前にはアラブの間でmaysirと呼ぼれる賭矢が流行した。
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